
 

 

 

 

 

 

第５０回卒業証書授与式が執り行われ、１５５名が巣立っていきました。 

≪卒業生数≫ 

学 科 商 業 科 流通経済科 情報管理科 
合 計 

Ｈ Ｒ ３１ ３２ ３３ ３４ 

男 ５ １１ １０ １９ ４５ 

女 ３５ ２９ ２９ １７ １１０ 

計 ４０ ４０ ３９ ３６ １５５ 

 

≪在校生代表送辞（一部抜粋）≫ 2３ＨＲ 中村 瑞紀（基山中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12号（309号） 

令和 3年 3月 22日 

 

佐賀県立鳥栖商業高等学校 

〒841-0076 鳥栖市平田町 1110-8 

℡ 0942-83-2153 

            

うららかな陽ざしにようやく春の到来を感じられるように 

なった今日、このよき日に卒業の日を迎えられた先輩方、 

ご卒業おめでとうございます。先輩方は三年間、この鳥栖 

商業高校でたくさんの思い出を作ってこられました。楽しか 

ったことや辛かったことなど、さまざまな出来事が頭の中に 

浮かんでくるでしょう。 

 特に、先輩方にとって高校生活最後の一年は、誰もが経験 

したことのないような大変な年でした。春先から緊急事態宣言によって休校となり、スタートが思うように

切れなかったのではないかと思われます。ですが、先輩方は限られた時間で、学校行事や部活動などあらゆ

る場面において、学校をリードする存在として大いに活躍されました。私は、その姿を見ながら、最上級生

としての威厳と責任を感じました。 

-------省略------- 

 夏が終わり、冬に向けて寒さが増していくと同時に、私たちが共にしたさまざまな場所から、先輩方は姿

を消されました。ですが、私は、先輩方が卒業後の進路決定に向けて、朝早くから放課後遅くまで、学習や

面接練習に取り組んでいらっしゃったことを知っています。思うように進路が定まらず、苦労されたことも

多かったでしょう。それでも、「夢を実現するためには努力を惜しんではいけない」ということを、先輩方

は背中で示してくださいました。 

この一年間、学校の中心であった先輩方から、私たちは多くのことを学ぶことができました。今度は、私

たちがその役目を担い、伝統として引き継いでいきます。卒業後も、誇れる母校としての鳥栖商業高校であ

ることを目指し、新たな歴史を築いていきます。 

 -------省略------- 

 最後に、今日、私一人が在校生代表として卒業式に参加させていただいています。代弁できているかどう

かはわかりませんが、在校生一同、先輩方への感謝の気持ちは皆同じです。皆様のご健康とさらなるご活躍

を心よりお祈り申し上げます。 

 



≪卒業生代表答辞（一部抜粋）≫ ３4ＨＲ 三浦 元葵（基里中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖かい陽の光が降り注ぎ、桜の蕾も膨らみ始め、春の訪れを感じる今 

日のよき日に、私たち１５５名は卒業の日を迎えました。 

思い返せば三年前の春、私たちは、真新しい制服に身を包み、不安と 

期待に胸を膨らませながら入学式を迎えました。入学後、間もなく波戸 

岬研修へ行きました。出会って間もない仲間たちと息を合わせながら行 

った集団行動やカッター研修。慣れない環境での生活に戸惑いながらも 

仲間と手を取り合い、声を掛け合い、気づけば私たちの関係は「友達」 

へと変わっていきました。この時、私たちの中に鳥栖商業生としての自 

覚が確かに芽生えたことを覚えています。 

 二年生になり、先輩という立場に立ってからは、学校行事や部活動な 

どの様々な場面で自分の無力さを痛感するとともに、先輩方の偉大さを 

再認識しました。そして１２月、待ちに待った修学旅行で北海道へ行き 

ました。スキー研修では、慣れないスキー板に足をとられて何度も転び 

ましたが、友達と協力し合い、だんだんと上手に滑れるようになりました。わくわくしながらお土産を選

んだ小樽散策や、お腹いっぱい食べたジンギスカンなど、忘れられない思い出がたくさんできました。 

そして、最高学年の三年生。すべてのことに「最後の」という言葉がつく学年になりました。しかし、 

この一年間は、私たちにとって想定外の出来事の連続でした。一学期には、部活動の集大成である高校総 

体が中止となり、大きな喪失感とやり場のない悔しさを味わいました。代替大会として開催されたＳＳＰ 

杯では、無観客となる競技もある中、一人一人がそれぞれの部でベストを尽くしました。二学期になって 

最後の飛翔祭では台風の影響もあり、午前中のみの開催となりました。時に仲間と衝突しながらも、限ら 

れた準備期間の中で、一人一人が三年生として果たすべき役割を全うしました。そして迎えた就職・進学 

試験。毎日のように報道される新型コロナウイルスのニュースに不安を感じながらも、先生方の「受験は 

団体戦」という言葉を胸に、最後の一人の進路が決まるまでクラス一丸となって共に支え合い、試練を乗 

り越え、喜びを分かち合いました。今、振り返ってみると、たくさんの思い出が蘇ってきます。そのどれ 

もが私たち一人一人を成長させてくれた大事な時間だったと思います。 

 これまで１８年間、いつも一番近くで私たちを温かく見守り、支えてくれた家族のみんな。普段は恥ず 

かしくて素直に感謝の気持ちを伝えられないので、この場を借りて言わせてください。いつもありがとう。 

まだまだ迷惑をかけるかもしれないけれど、これからも私たちの成長を見守っていてください。 

 三年生のみんな、長いようで短かったこの三年間、楽しいことだけではなかったけれど、どんな時も支 

え合い、高め合えるみんなと何気ない日常を送れたことがなによりも幸せでした。これから私たちが進む 

道はそれぞれ違うけれど、今まで学んだことを胸に刻んで、自分の信じた道を歩いていきましょう。共に 

過ごした日々は決して忘れません。三年間本当にありがとう。 

 私たちは今日、この鳥栖商業高校を卒業します。毎日当たり前のように送っていた日々がなくなってし 

まうと思うと寂しい気持ちでいっぱいです。これから始まる生活は困難の連続かもしれません。新型コロ 

ナウイルスの感染拡大も続く中、思い描いていたような生活は送れないかもしれません。しかし、鳥栖商 

業高校の卒業生としての自信と誇りを胸に、ここで学んだことを糧として、力強く着実に未来への道を切 

り開いていきたいと思います。 

 最後になりましたが、今日まで私たちを支えてくださったすべての方々に改めて御礼申し上げるととも 

に、諸先生方のご健勝と鳥栖商業高校のさらなるご発展を祈念し、卒業生の答辞といたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （現時点での予定です）

月 日 曜 行     事 

３ 

２３ 火 
①②外部講師（２３ＨＲ マーケティング） 
⑤⑥表彰伝達式・諸連絡・学年集会（予定） 

２４ 水 修了式 退任式 

２５ 木 
春季野球大会（９:００～） 
バスケットボール選手権（～２７） 

２６ 金 テニス選手権大会（～２７ 男子：佐賀市 女子：唐津市） 

４ 

６ 火 始業式 新任式 

７ 水 大掃除 身だしなみ指導 

８ 木 入学式 

９ 金 学力診断テスト（１年） 課題テスト（２・３年）対面式 部紹介 

 

卒業生のさらなる飛躍に期待したいと思います。 


